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※議会広報常任委員会は裏表紙を
ご覧ください。

議会は、原則として公開されており、傍聴が可能です。

しかし、

議会報告会は、このような声にお応えするものです。

　第３回　議会報告会 会場：ゆめぽると
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専
決
処
分
の
承
認　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
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◎
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

◎
市
税
条
例
の
一
部
改
正

◎
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

◎
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

以
上
、
承
認

⋯　

平
成
26
年
度
補
正
予
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⋯
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⋯

◎
一
般
会
計
︵
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◎
一
般
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︵
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２
号
︶
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条
例
の
制
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⋯
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⋯

◎
自
治
基
本
条
例

◎
元
気
・
健
康
づ
く
り
推
進
市
民
会
議
条
例

⋯　

条
例
の
一
部
改
正　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

○
市
税
条
例
等
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そ
の
他　

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
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⋯
⋯

◎
道
路
線
の
認
定
︵
４
件
︶

◎
︵
旧
︶
大
井
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
・
土

壌
改
良
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

◎
葦
原
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
請

負
契
約
の
締
結

以
上
、
可
決
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願　
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⋯

◎
﹁
手
話
言
語
法
︵
仮
称
︶﹂
制
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願採

択
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意
見
書　
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⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

◎
﹁
手
話
言
語
法
︵
仮
称
︶﹂
制
定
を
求

め
る
意
見
書

◎
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療

費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

以
上
、
可
決

・
　

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
に
関
す
る
法
整
備
を

求
め
る
意
見
書

・
　

子
ど
も
・
被
災
者
生
活
支
援
法
に
基
づ

く
具
体
的
施
策
の
早
期
実
施
を
求
め
る

意
見
書

・
　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
関
す
る
憲
法

解
釈
を
変
更
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
意

見
書

・
　

消
費
税
増
税
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

以
上
、
否
決

　

平
成
26
年
第
２
回
︵
６
月
︶
定
例
会
で
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
、
自
治
基
本
条
例
、
平
成
26
〜
27
年
度
に

行
わ
れ
る
葦
原
中
学
校
大
規
模
改
造
請
負
契
約
の
締
結

や
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
の
旧
福
岡
高
校
跡
地
活

用
に
向
け
た
調
査
に
つ
い
て
な
ど
、
全
部
で
22
件
の
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、﹁
手
話
言
語
法
︵
仮
称
︶﹂
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
請
願
審
議
で
の
委
員
会
や
本
会
議
に
手
話
通
訳
士

を
配
置
し
、
請
願
人
と
傍
聴
者
に
審
議
内
容
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

平
成
26
年　

第
２
回
定
例
会

６ 　
２

６
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▼

議 案 審 議
本会議・各常任委員会での質疑・討論をまとめています。

　

地
方
分
権
化
を
背
景
に
、
地
方
公
共
団
体
が
自
己
決
定
・

自
己
責
任
に
基
づ
き
市
政
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
市
民
・

市
議
会
・
行
政
が
協
働
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
、

豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、
自
治
の
基
本
理
念
や

原
則
を
定
め
た
条
例
で
す
。

●
主
な
質
疑

条
例
の
位
置
づ
け
は
。

本
条
例
は
他
の
条
例
に

対
し
て
優
位
性
を
持
つ
も
の

で
は
な
く
、
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
の
、
自
治
の
基
本

と
な
る
理
念
条
例
で
あ
る
。

市
民
の
定
義
は
。

条
例
中
の
﹁
市
民
﹂
に

は
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
個

人
、
就
労
ま
た
は
就
学
し
て

い
る
個
人
、
及
び
市
内
で
事

業
そ
の
他
の
活
動
を
し
て
い

る
個
人
・
団
体
が
含
ま
れ
る
。

●
主
な
意
見

・
今
議
会
の
み
で
の
審
議
で

は
な
く
、
継
続
審
査
も
検

討
す
べ
き
。

・﹁
市
民
﹂
の
定
義
や
他
の

条
例
と
の
整
合
性
に
つ
い

て
、
今
後
も
議
論
を
深
め

て
い
く
べ
き
。

・
市
民
主
体
の
自
治
が
一
層

推
進
さ
れ
、
本
市
が
よ
り

豊
か
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
す
る
。

全員賛成で可決

み
ん
な
で
つ
く
る

協
働
の
ま
ち

自
治
基
本
条
例

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
地
域
包
括
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
し
て
厚
生
労
働
省
が
始
め
た
も
の
で
す
。
医
療
的
な
ケ
ア

や
日
常
活
動
が
困
難
な
人
で
も
、
在
宅
で
の
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
主
な
質
疑

24
時
間
対
応
の
施
設
は
大

変
重
要
だ
と
思
う
が
、
安
定
的
な

運
営
の
た
め
の
考
え
は
あ
る
か
。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
サ
ー

ビ
ス
つ
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に
併

設
し
て
開
所
予
定
だ
が
、
今
後
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏
ま
え
整
備

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

夜
間
の
体
制
に
職
員
の
配

置
は
あ
る
の
か
。

総
勢
８
名
を
予
定
し
て
い

る
。

利
用
に
当
た
っ
て
の
条
件

は
。

対
象
は
要
介
護
１
以
上
で
、

要
支
援
の
方
は
利
用
の
対
象
に
な

ら
な
い
。

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事
業
所
開
所
補
助
金

　
　
補
正
額
…
１
０
２
９
万
円

　

安
全
・
安
心
に
配
慮
し
た
、
身
近
で
快
適
な
商
店
街
づ
く
り
を
目
指
し
、
商
店
街
の
振
興
及
び
活
性
化

を
図
る
た
め
、
商
店
会
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
主
な
質
疑

ど
こ
の
商
店
会
に
何
台
設

置
す
る
の
か
。

今
回
の
補
正
で
は
、
上
福

岡
銀
座
商
店
会
に
８
台
、
一
番

街
商
店
会
に
15
台
、
八
雲
通
り

商
店
会
に
12
台
、
上
福
岡
西
口

商
店
会
に
14
台
、
み
ほ
の
商
店

会
に
６
台
設
置
す
る
。

商
店
会
に
対
す
る
補
助
金

の
内
容
は
。

消
費
税
を
除
く
事
業
費
の

３
分
の
２
が
国
の
補
助
で
、
３

分
の
１
が
市
の
補
助
で
あ
る
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

商
店
街
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
額
…
５
１
８
万
６
千
円

提
出
議
案
と
審
議
結
果
　
　
　

◎
全
員
賛
成

　
○
賛
成
多
数

　
・
否
決

議会新人事

　私どもは、６月２日の定例会におきまし

て、議長、副議長に就任いたしました。身

に余る光栄と同時にその責務の重大さを

改めて痛感しております。

　地方分権の進展に伴い、市民の代表と

しての意思決定機関である議会の果たす

役割は、ますます重要になってくるものと

思います。

　私たち市議会は、従来の慣例にとらわ

れることなく、より一層の創意工夫と努力

を積み重ね、諸課題の解決に全力を尽く

してまいります。

　市民の皆さまの、より一層のご支援とご

協力を賜りますようお願い申し上げます。

議　長

大築　　守
副議長

民部　佳代

◎岸川　彌生　　○島田　典朗
　小林　憲人　　　有山　　茂
　民部　佳代　　　新井　光男
　小高　時男

◎伊藤美枝子　　○仙田　　定
　大築　　守　　　田村　法子
　福村　光泰　　　五十嵐正明
　足立志津子

◎鈴木啓太郎　　○山田　敏夫
　谷　　新一　　　西　　和彦
　伊藤　初美　　　堀口　修一
　塚越　洋一

◎小高　時男　　○西　　和彦
　山田　敏夫　　　有山　　茂
　田村　法子　　　五十嵐正明
　塚越　洋一

◎委員長　　○副委員長

　５月10日に開催された議
会報告会は、53名の参加者を
迎え、２部制で開催されまし
た。
　第１部では、議会運営委員
会を初め、総務、市民・都市、
福祉・教育の３常任委員会か

ら議会運営や審査内容につい
て報告しました。
　第２部は、「地域防災を考え
る」をテーマにした意見交換
会を行いました。市議会の各
会派代表者や参加者から活発
な意見が交わされました。

全員賛成で可決

誠 風 会 山田　敏夫　議員 信 政 会 西　　和彦　議員
公 明 党 田村　法子　議員 日本共産党 足立志津子　議員

◆議案に対する質疑

請
願
第
１
号
の
内
容
は
、
手
話
が
音
声

言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
国

民
に
広
め
、
更
に
は
普
及
、
研
究
す
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
の
﹁
手
話

言
語
法
︵
仮
称
︶﹂
の
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
国
へ
の
提
出
を
市
議
会
に
求
め

た
も
の
で
す
。

議会の中身、お見せします

５
10

平日の日中

では傍聴に行け

ない

専門用語が

多くて分かり

づらい

傍聴人は

意見を述べたり、

質問したりでき

ない


